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「平成28年（2016年）熊本地震」
熊本県から大分県にかけての地震活動
の状況（5月2日13時30分現在）
震央分布図
（2016年4月14日21時00分～5月2日13時30分、
M全て、深さ0～20km）
M5.0以上の地震、または最大震度５強以上の
地震を濃く表示

震央分布図の四角形
領域内の時空間分布
図（A‐B投影）
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気象庁HPより
5月2日13時30分現在



気象庁HPより
5月2日13時30分現在

内陸で発生した主な
地震の地震回数比較



地殻変動(SARとGNSSによる）から推定
された断層モデル(暫定) 国土地理院

・前震と本震の両方を同時にモデル化
・布田川断層で4.1m、
日奈久断層で2.7mのすべりが推定。

・前震は日奈久断層の活動。

・本震時にも日奈久断層付近ですべり
があったことが分かっている。



気象庁報道発表資料
より4月15日 第6報



気象庁報道発表資料
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余震数の積算



主な被害地震
九州地域の活断層の長期評価
より (地震調査委員会)



九州地域の活断層
の長期評価より
(地震調査委員会)



布田川断層
帯

平均変位速度
(/千年)

最新活動時期 平均活動間隔 30年確率 %
(固有規模)

布田川区間 0.2m (上下)
0.1‐0.3m(水平)

6900年前以降
2200年前以前

8100‐26000年 ほぼ0‐0.9

日奈久断層帯 平均変位速度
(/千年)

最新活動時期 平均活動間隔 30年確率 %
(固有規模)

高野‐白幡区間 0.04‐0.2m (上下) 1600年前以降
1200年前以前

不明 ほぼ0

日奈久区間 0.7m/千年（右横ずれ）
0.2‐0.5m/千年（上下）

8400年前以降
2000年前以前

3600‐11000年 ほぼ0‐6

八代海区間 不明 1700年前以降
900年前以前

1100‐6400年 ほぼ0‐16

九州地域の活断層の長期評価より (地震調査委員会)


